
❶　農業委員会だより むらかみ

農地利用状況調査
　昨年12月の農地法等の一部を改正する法律施行後、
遊休農地の改善指導を農業委員会が主体的に行うこ
とになりました。
　村上市では、毎年７～８月に農業委員と調査協力
員が一緒に遊休農地の現地調査を行い、調査の結果
を踏まえ所有者等に対して指導、通知、公告、勧告
を一括で行います。
　写真は各地区での利用状況調査の風景です。調査
員の方は猛暑の中大変ご苦労さまでした。

各地区で実施した農地パトロール
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て
は
、
主
要
産
業
は
水
産
業
の
た

め
か
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

農
業
所
得
の
減
少
等
の
理
由
に
よ

り
、
年
々
遊
休
農
地
が
拡
大
し
た

よ
う
で
、
平
成
八
年
の
県
の
調
査

で
は
旧
歌
津
町
が
宮
城
県
内
で
最

も
遊
休
農
地
率
が
高
い
こ
と
が
判

明
し
、
地
元
紙
に
大
き
く
報
道
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
報

道
を
機
に
問
題
解
決
に
あ
た
る
べ

く
町
、
農
協
が
一
体
と
な
り
「
遊

休
農
地
活
用
検
討
会
」
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ

せ
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
貫
と
し

て
「
一
斉
耕
起
」
の
日
に
こ
ぎ
つ

け
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

耕
起
し
た
畑
に
は
景
観
作
物
と

し
て
菜
の
花
や
ひ
ま
わ
り
、
コ
ス

モ
ス
等
の
花
を
作
付
け
し
、ま
た
、

フ
キ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
奨
励
作

物
も
作
付
け
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
活
動
主
体
と
し
て
は
、

町
、
農
業
委
員
会
、
農
協
の
み
な

ら
ず
、
一
般
住
民
や
都
市
部
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
ま
た
、

女
性
の
活
動
グ
ル
ー
プ
、
大
学
の

研
究
員
ま
で
も
巻
き
込
ん
で
、
春

か
ら
秋
ま
で
連
綿
と
し
た
活
動
を

十
年
以
上
も
持
続
さ
せ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
奨
励
作

有
意
義
だ
っ
た

　
　  

　
視
察
研
修

冨
樫　

照
子

　

私
た
ち
村
上
市
農
業
委
員
会
は

去
る
六
月
二
十
二
日
、二
十
三
日
、

宮
城
県
南
三
陸
町
農
業
委
員
会
へ

視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
の
目
的
は
、
国

の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
年
々
広

が
り
の
一
途
を
辿
る
遊
休
農
地
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
事
例
を

研
修
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
視
察
先
の
南
三
陸
町
は

宮
城
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
旧

志
都
川
町
と
歌
津
町
が
平
成
十
七

年
に
合
併
し
て
誕
生
し
た
町
で

す
。
地
形
は
海
と
山
が
一
体
と

な
っ
て
豊
か
な
自
然
環
境
を
形
成

し
、観
光
資
源
の
豊
富
な
こ
と
や
、

風
光
明
媚
な
こ
と
か
ら
観
光
地
と

し
て
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
。

　

研
修
視
察
先
で
あ
る
南
三
陸
町

役
場
に
お
い
て
、会
長
を
は
じ
め
、

担
当
者
か
ら
活
動
事
例
の
説
明
を

受
け
た
。
視
察
の
テ
ー
マ
で
あ
る

遊
休
農
地
解
消
の
取
り
組
み
と
し

物
の
収
穫
後
の
調
理
や
試
食
等
を

通
し
て
の
交
流
会
は
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
大
い
に
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
た
そ
う
で

す
。

　

担
当
者
か
ら
の
真
摯
な
説
明
を

聞
き
終
え
て
ア
イ
デ
ア
に
基
づ
い

た
広
範
で
粘
り
強
い
活
動
に
一
同

敬
服
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歌
津

地
区
の
リ
ア
ス
式
海
岸
の
段
丘
畑

に
案
内
さ
れ
、
今
年
ひ
ま
わ
り
の

作
付
け
が
計
画
さ
れ
て
い
る
現
地

を
見
学
し
ま
し
た
。こ
の
地
区
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
遊
休
農

地
化
し
た
畑
を
耕
起
し
、
適
期
に

ひ
ま
わ
り
の
種
を
蒔
い
た
そ
う
で

す
。真
夏
に
な
れ
ば
、二
十
四
ア
ー

ル
の
畑
に
ひ
ま
わ
り
が
一
斉
に
咲

き
、
太
平
洋
の
白
い
波
頭
、
上
空

の
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
、
中
間
を
埋
め

尽
く
す
黄
色
の
ひ
ま
わ
り
、
絶
妙

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
景
観
作
物
が

農
商
連
携
に
寄
与
す
る
光
景
を
彷

彿
と
さ
せ
る
。

　

問
題
提
起
と
実
践
躬
行
を
先
進

地
に
学
ん
だ
私
た
ち
は
村
上
市
に

お
い
て
も
遊
休
農
地
の
広
が
り
が

危
惧
さ
れ
る
今
日
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
農
地
の
有
効

活
用
の
啓
発
に
努
め
ね
ば
な
ら
な

い
。
折
り
し
も
食
料
自
給
率
一
ポ

イ
ン
ト
低
下
が
発
表
さ
れ
た
ば
か

り
、「
農
地
は
食
料
生
産
の
第
一

主
義
」
の
意
を
強
く
し
た
。

　

帰
路
の
挨
拶
で
「
二
日
間
を
共

に
し
て
村
上
市
の
農
業
委
員
の
絆

の
深
ま
り
を
感
じ
た
。」
と
言
っ

た
瞬
間
大
き
な
拍
手
が
車
内
に
沸

き
起
こ
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
副
産
物
も
得
ら
れ

た
有
意
義
な
視
察
研
修
を
終
え
る

に
あ
た
り
、
関
係
者
の
皆
様
の
多

大
な
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

12
月
3
日　

�

全
国
農
業
委
員
会
会
長

代
表
者
集
会

　　

4
日　

農
政
振
興
部
会

　
　

17
日　

�

農
業
経
営
改
善
計
画
認

定
審
査
会

　
　

25
日　

定
例
総
会

1
月
19
日　

�

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
審
査
会

　
　

25
日　

�

農
作
業
等
労
働
賃
金
標

準
額
検
討
会

　
　

28
日　

定
例
総
会

2
月
12
日　

�

農
作
業
等
労
働
賃
金
標

準
額
検
討
会

　
　

23
日　

�

地
域
別
農
業
委
員
会
会

長
、
事
務
局
長
会
議

　
　

26
日　

定
例
総
会

　
　

27
日　

�

認
定
農
業
者
等
関
係
団

体
と
の
意
見
交
換
会

3
月
3
日　

�

農
協
役
員
、
市
議
会
議

員
と
の
懇
談
会

　
　

5
日　

�

な
り
わ
い
の
匠
認
定
審

査
会

　
　

17
日　

�

岩
船
農
業
振
興
協
議
会

幹
事
会

　
　

18
日　

�

村
上
市
地
域
振
興
協
議

会
幹
事
会

　
　
　
　
　

�

村
上
市
地
域
振
興
協
議

会
総
会

　
　

19
日　

�

農
地
調
整
部
会
、
農
政

振
興
部
会

　
　

24
日　

農
業
会
議
定
例
総
会

　
　

25
日　

定
例
総
会

　
　

27
日　

�

Ｊ
Ａ
岩
船
米
生
産
者
集
会

4
月
7
日　

全
国
情
報
会
議

播種後のひまわり畑

（
平
成
21
年
12
月
〜
平
成
22
年
9
月
）

農
業
委
員
会
活
動
報
告



相
続
等
に
よ
�
て
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
と
き
は…

﹁
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
必
要
で
す
!!

相
続
等
に
よ
�
て
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
と
き
は…

﹁
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　が
必
要
で
す
!!

　平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
に
改
正
農
地
法
が
施
行
さ
れ
、
農
地
の

権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
っ
て
取
得
し
た
と
き
は
、
農
地
の
あ
る
農
業
委
員

会
に
そ
の
旨
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農地法の許可を要さずに以下の理由で農地の権利を取得した者
○相続（遺産分割・包括遺贈を含む）
○法人の合併・分割　　　　　　　　  等
○時効

届出が必要な者

農業委員会ではご希望により地元で農地の借り手を探して紹介したり、農
地の管理についての相談に応じます。

　この届け出をしなかったり、虚偽の届け出をした者には、１０万円以下
の過料に処せられます。

注意：罰則があります。

農 業 委 員 会

⎫
⎬
⎭

届出

無断転用に気をつけましょう
～農地を転用するときは、農地法の許可が必要です！～

農業用施設を建てた 青空駐車場にした
建設残土の捨て場にした

みなさんの周りでも
このような無断転用
をおこなっていま
せんか？

○農業用施設を建てた
　※自己所有地に200㎡未満の農業用施設を建てる
　　場合は許可不要ですが、農業員会に相談してください。

○建設残土捨て場にした
○青空駐車場にした
○杉などの樹木を
　植林した

　
自
分
の
土
地
な
ん
だ
か
ら
自
由
に
使
っ
て
も
よ
い
と

思
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
農
地

を
農
地
以
外
に
利
用
す
る
場
合
は
農
地
法
の
規
定
に
よ
る

農
地
転
用
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
無
断
転
用
し
た
場
合
や
、
転
用
許
可
に
係
る
事
業
計
画

ど
お
り
に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
農
地
法
に
違
反

す
る
こ
と
に
な
り
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
等
の
命
令

が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
三
年
以
下
の
懲
役
や
三
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金

（
注
）
と
い
う
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

　
（
注
）
法
人
の
場
合
は
一
億
円
以
下
の
罰
金
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23
日　

�

農
業
経
営
改
善
計
画
認

定
審
査
会

　
　

28
日　

定
例
総
会

　
　
　
　
　

農
地
調
整
部
会

5
月
7
日　

�

岩
船
農
業
振
興
協
議
会

総
会

　
　

22
日　

農
業
体
験
学
習

　
　

26
日　

�

県
農
業
委
員
会
会
長
東

京
集
会

　
　

27
日　

�

全
国
農
業
委
員
会
会
長

大
会

　
　

28
日　

定
例
総
会

6
月
1
日　

農
政
振
興
部
会

　
　

15
日　

�

市
町
村
農
業
委
員
会
会

長
会
議

　
　

16
日　

�

情
報
事
業
推
進
会
長
会
議

　
　

17
日　

農
地
調
整
部
会

　
　

22
日　

先
進
地
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
23
日
）

　
　

24
日　

�

Ｊ
Ａ
岩
船
米
求
評
懇
談
会

　
　

28
日　

�

農
業
経
営
改
善
計
画
認

定
審
査
会

　
　
　
　
　

定
例
総
会

7
月　
　
　

�

農
地
利
用
状
況
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
8
月
）

　
　

20
日　

�

市
民
経
済
常
任
委
員
と

の
情
報
交
換
会

　
　

26
日　

農
地
調
整
部
会

　
　
　
　
　

定
例
総
会

8
月
2
日　
地
域
別
農
業
委
員
研
修
会

　
　

4
日　

農
政
振
興
部
会

　
　

24
日　

�

第
108
回
農
業
会
議
定
例

総
会

　
　

27
日　

定
例
総
会

　
　

30
日　

建
議
要
請
書
提
出

9
月
7
日　

作
況
調
査
（
〜
13
日
）

　
　

28
日　

定
例
総
会
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記
録
的
な
猛
暑
が
続
い
た
夏
と
秋
の

訪
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
残
暑
の
中
、
今

年
の
農
作
業
に
大
変
ご
苦
労
し
た
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
新
村
上
市
誕
生
か
ら
、
早
二
年
が
経

過
し
、
農
業
委
員
の
任
期
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
と

し
て
何
が
で
き
た
の
か
自
問
自
答
し
て

お
り
ま
す
。

　
農
家
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
始
ま

り
、
農
業
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
も
急

変
し
て
お
り
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
農

家
の
役
に
立
つ
組
織
で
あ
り
、
た
よ
り

で
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
天
井
委
員
）

あ
と
が
き

　農地法の許可申請書の締切日は毎月５日です。（ただ
し、土・日・祝日の場合は休み明けの開庁日の午前中まで）
なお、農地転用に係る許可申請は申請から許可まで２ヶ
月程度を要します。申請の際はご注意願います。

農業者年金へ加入のお勧め
　農業者年金は、農業の担い手が「老後
の安心と安定」を展望しながら農業に従
事できるよう作られた農業者のための年
金です。

詳しい内容や、加入の申し込みは
最寄りの農業委員会・ＪＡへ

全国農業新聞
この国の農と食を伝えます。NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

全国農業新聞は農業者の
公的代表機関である

農業委員会系統組織が発行する
週刊の農業総合専門紙です。

農業者の視点でお届けします

❶特徴のある週刊新聞………
❷時代に鋭く斬り込む………
❸経営に役立つ………………
❹喜びや悩みを共感できる…
❺深みと味がある……………
❻読みやすく親しみやすい…

解説に力点をおいたニュース報道と企画編集
農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに
経営者マインドと実務情報
読者の心に訴える
単なる情報で終わらない
老若男女が楽しく読める

週刊 金曜日発行
月600円、年7,200円（消費税込）
■購読の申込は市町村農業委員会へ
　お気軽に連絡ください。
■発行所
　全国農業会議所
　〒105-0001
　東京都港区虎ノ門1-25-5
　虎ノ門34MTビル
　電話　03-5251-3910
ホームページ
http://www.nca.or.jp/shinbun

農業委員として永年勤続表彰
　新潟県農業会議より、農業委員として地域農業
の発展と農業者の地位の向上に寄与した功績が認
められ河面委員が15年勤続表彰を、松村委員が継
続３期の永年勤続表彰を受賞されました。

河面委員 松村委員

農地法による許可の　　　
　　　締め切り日について

◆ 農業者年金のポイント ◆
１．加入要件は
　①国民年金の第１号被保険者で
　②年間60日以上農業に従事する
　③60歳未満の方なら
　男女問わずどなたでも加入できます。

２�．保険料は２万円から６万７千円まで
の間なら1,000円単位で自由に決めら
れます。

３．終身年金で80歳までの保障付です。

４�．納めた保険料は所得税・住民税を節
税できます。

５�．認定農業者などの担い手には保険料
の国庫補助があります。


